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報
告
官
は
熱
弁
で
当
選
無
効
訴
え

り
、
金
融
機
関
が
中
銀
に
支

払
う
罰
金
の
上
限
は
、
従
来

の
２
５
万
レ
か
ら
２
０
億
レ

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

　

銀
行
や
証
券
会
社
と
関
係

が
深
く
、
報
奨
付
供
述
に
応

じ
る
可
能
性
が
あ
る
の
は
、

ア
ン
ト
ニ
オ
・
パ
ロ
ッ
シ
、

ギ
ド
・
マ
ン
テ
ガ
の
両
元
財

相
、
ロ
ビ
イ
ス
ト
の
ア
ジ
ー

ル
・
ア
ッ
サ
ジ
氏
、
ブ
ロ
ー

カ
ー
の
ル
シ
オ
・
フ
ナ
ー
ロ

氏
な
ど
だ
。

　

政
界
汚
職
捜
査
の
手
が
社

会
経
済
開
発
銀
行
（
Ｂ
Ｎ
Ｄ

Ｅ
Ｓ
）
な
ど
の
金
融
機
関
に

絡
む
疑
惑
に
も
及
び
つ
つ
あ

る
中
、
中
銀
は
か
ね
て
か
ら

政
府
に
新
た
な
Ｍ
Ｐ
制
定
を

強
く
求
め
て
き
た
。

　

Ｍ
Ｐ
は
、
自
ら
の
犯
し
た

違
法
行
為
を
明
か
し
て
捜
査

に
協
力
す
る
企
業
に
、「
刑

事
訴
訟
を
免
れ
る
か
、
本
来

の
刑
罰
の
３
分
の
２
ま
た
は

３
分
の
１
の
減
刑
」
の
恩
恵

を
与
え
る
。
こ
の
恩
恵
は
、

　

選
挙
高
等
裁
判
所
（
Ｔ
Ｓ
Ｅ
）
で
の
ジ
ウ
マ
／
テ
メ
ル
・
シ
ャ
ッ
パ
の
裁
判
も

４
日
目
と
な
っ
た
９
日
、
い
よ
い
よ
本
題
と
な
る
、
１
４
年
の
大
統
領
選
に
お
け

る
同
シ
ャ
ッ
パ
の
当
選
無
効
を
問
う
投
票
が
行
わ
れ
た
。
９
日
付
伯
字
紙
サ
イ
ト

が
報
じ
て
い
る
。

　

そ
こ
に
は
「
２
０
１
４
年

３
月
３
１
日
の
時
点
で
、
ジ

ウ
マ
／
テ
メ
ル
・
シ
ャ
ッ
パ

の
裏
金
口
座
に
は
オ
デ
ブ
レ

ヒ
ト
社
か
ら
の
１
３
万
３
千

レ
ア
ル
の
金
が
あ
っ
た
」、

「
〃
ポ
ス
・
イ
タ
リ
ア
〃
こ

と
ギ
ド
・
マ
ン
テ
ガ
財
相
の

秘
密
口
座
を
介
し
て
贈
賄
が

行
わ
れ
て
い
た
」
な
ど
の
内

容
が
含
ま
れ
て
い
た
。

　

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
判
事
は

「
伯
国
で
行
わ
れ
る
違
法
な

献
金
に
つ
い
て
調
査
す
る
場

合
、
オ
デ
ブ
レ
ヒ
ト
社
の
調

査
は
不
可
欠
だ
」「
オ
デ
ブ

レ
ヒ
ト
社
の
証
言
は
疑
い
よ

う
の
な
い
事
実
だ
」
と
の
持

論
を
展
開
。
そ
こ
ま
で
に
２

時
間
を
要
し
た
。

　

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
判
事
は
そ

こ
か
ら
、
ジ
ウ
マ
氏
の
選
挙

参
謀
ジ
ョ
ア
ン
・
サ
ン
タ
ー

ナ
被
告
と
オ
デ
ブ
レ
ヒ
ト
社

と
の
関
係
に
つ
い
て
語
り
、

さ
ら
に
ジ
ウ
マ
陣
営
の
献
金

の
使
い
道
に
つ
い
て
、「
架

空
の
印
刷
会
社
に
何
百
万
レ

ア
ル
も
の
不
当
に
高
い
金
を

つ
ぎ
込
む
の
は
あ
り
え
な
い

　

聖
市
の
バ
ス
で
お
な
じ
み

の
集
金
担
当
（
コ
ブ
ラ
ド
ー

ル
）
に
関
し
、
聖
州
地
裁
が

２
０
０
１
年
に
、
当
時
の
マ

ル
タ
市
長
が
制
定
し
た
「
バ

ス
に
は
コ
ブ
ラ
ド
ー
ル
を
つ

け
る
の
を
必
須
と
す
る
」
と

の
条
例
が
憲
法
違
反
で
あ
る

と
の
判
断
を
下
し
て
い
た
こ

こ
と
だ
」
と
続
け
た
。

　

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
判
事
は
、

自
ら
の
見
解
を
話
し
始
め
て

約
４
時
間
後
の
午
後
１
時

２
７
分
に
、
よ
う
や
く
「
ジ

ウ
マ
／
テ
メ
ル
・
シ
ャ
ッ
パ

の
無
効
を
求
め
る
」と
し
た
。

さ
ら
に
テ
メ
ル
（
当
時
）
副

大
統
領
に
関
し
て
も
、「
国

民
は
大
統
領
と
副
大
統
領
を

個
別
に
選
ん
だ
わ
け
で
は
な

く
、
シ
ャ
ッ
パ
で
決
め
た
」

と
し
て
、
切
り
離
す
べ
き
で

は
な
い
と
も
明
言
し
た
。

　

午
後
３
時
３
０
分
か
ら
再

開
し
た
審
理
は
、
ナ
ポ
レ
オ

ン
・
ヌ
ー
ネ
ス
・
マ
イ
ア
判

事
の
投
票
か
ら
は
じ
ま
っ
た

が
、
同
判
事
が
自
身
と
息
子

の
名
前
が
Ｊ
Ｂ
Ｓ
社
の
デ
ラ

ソ
ン
で
出
て
来
た
こ
と
へ
の

憤
り
を
込
め
、「
デ
ラ
ソ
ン

は
信
用
で
き
な
い
」
と
語
り

予
想
で
は
シ
ャッ
パ
「
無
罪
」
有
力

既
に
捜
査
対
象
に
な
っ
て
い

る
銀
行
や
投
資
家
に
も
与
え

ら
れ
る
。
従
っ
て
、
Ｌ
Ｊ
で

捜
査
対
象
に
浮
上
し
た
金
融

機
関
も
中
銀
と
の
司
法
取
引

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

金
融
各
社
の
相
互
関
係
は

非
常
に
複
雑
だ
。
も
し
、
一

つ
の
金
融
機
関
が
捜
査
対
象

に
な
っ
た
が
課
徴
金
減
免
制

度
を
使
わ
ず
、
業
務
停
止
な

ど
の
甚
大
な
刑
罰
が
課
さ
れ

る
と
、
提
携
し
て
い
る
他
の

金
融
機
関
の
機
能
も
止
ま
る

た
め
、
金
融
業
界
全
体
に
影

響
し
か
ね
な
い
。
ま
た
係
争

の
内
容
を
含
ん
だ
報
奨
付
供

述
を
行
う
事
が
噂
さ
れ
る
と

い
う
、
非
常
に
繊
細
な
時
期

に
出
た
。

　

連
邦
検
察
庁
は
最
近
、
課

徴
金
減
免
制
度
を
使
っ
て
、

Ｊ
＆
Ｆ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
以
下
、
Ｊ
＆
Ｆ
）
が
捜
査

に
協
力
す
る
代
わ
り
に
、
罰

金
を
１
０
３
億
レ
ア
ル
に
留

め
る
と
い
う
合
意
を
交
わ
し

て
い
る
。
今
回
の
Ｍ
Ｐ
に
よ

　
【
既
報
関
連
】
連
邦
政
府

が
８
日
、
不
正
行
為
に
関
与

し
た
銀
行
や
証
券
会
社
の
調

査
と
処
罰
の
た
め
の
新
し
い

ル
ー
ル
を
規
定
す
る
暫
定
令

（
Ｍ
Ｐ
）
を
発
表
し
た
と
９

日
付
エ
ス
タ
ー
ド
紙
が
報
じ

た
。

　

金
融
機
関
が
直
接
、
中
銀

と
課
徴
金
減
免
制
度
（
企
業

版
の
司
法
取
引
）
を
交
渉
で

き
る
よ
う
に
す
る
Ｍ
Ｐ
は
、

ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
作
戦（
Ｌ

Ｊ
）
の
捜
査
で
、
元
財
相
ら

が
、
金
融
機
関
が
絡
む
不
正

関
連
供
述
が
飛
び
出
す
直
前
に

連
警
が
ア
キ
レ
ス
作
戦
実
施

中
銀
は
Ｌ
Ｊ
と
の
関
係
を
否
定

が
最
高
裁
に
持
ち
込
ま
れ
る

と
、
最
終
的
に
は
、
政
府
が

公
的
資
金
で
金
融
機
関
を
救

済
す
る
必
要
も
生
じ
か
ね
な

い
が
、
今
回
の
Ｍ
Ｐ
に
よ
っ

て
そ
れ
を
回
避
で
き
る
。

　

中
銀
は
、
新
た
な
Ｍ
Ｐ
発

令
は
２
０
１
０
年
か
ら
議
論

さ
れ
て
き
た
問
題
で
、
Ｌ
Ｊ

に
お
け
る
報
奨
付
供
述
の
噂

と
は
関
係
が
な
い
と
し
て
い

る
。
事
実
、
ジ
ウ
マ
政
権
時

代
に
も
同
様
の
Ｍ
Ｐ
草
案
が

大
統
領
に
送
ら
れ
た
が
、
棚

上
げ
と
な
っ
て
い
た
。

　

地
元
紙
に
よ
る
と
、
棚
上

げ
さ
れ
た
草
案
と
酷
似
し
た

Ｍ
Ｐ
草
案
は
、
３
月
に
早
期

発
令
要
請
の
脚
注
つ
き
で
官

房
長
官
に
渡
さ
れ
て
お
り
、

６
日
に
開
か
れ
た
大
統
領
と

中
銀
総
裁
と
の
間
の
会
合
で

最
終
的
な
合
意
を
得
て
、
発

表
さ
れ
た
と
い
う
。

　

各
判
事
の
投
票
は
、
報
告

官
の
投
票
後
、
１
人
持
ち
時

間
２
０
分
ず
つ
で
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
午
前

中
か
午
後
の
早
い
時
間
帯
に

結
審
と
見
ら
れ
て
い
た
が
、

報
告
官
の
エ
ル
マ
ン
・
ベ
ン

ジ
ャ
ミ
ン
判
事
は
報
告
書
を

読
み
上
げ
、
自
分
の
票
を
投

じ
る
ま
で
に
９
日
だ
け
で
４

時
間
を
費
や
し
た
。

　

午
前
９
時
３
０
分
か
ら
、

自
身
の
要
約
し
た
報
告
書
を

読
み
始
め
た
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン

判
事
だ
っ
た
が
、
８
日
の
審

理
で
、
７
人
中
の
判
事
中
４

人
が
「
審
理
の
参
考
に
含
め

な
い
」
と
し
た
オ
デ
ブ
レ
ヒ

ト
社
幹
部
ら
の
報
奨
付
供
述

（
デ
ラ
ソ
ン
・
プ
レ
ミ
ア
ー

ダ
）
の
情
報
に
基
づ
い
た
内

容
を
読
み
上
げ
た
。

イラン・ゴールドファジン中銀総裁
（José Cruz/Agência Brasil）

９日のＴＳＥの様子（Roberto Jayme/Ascom/TSE）

判
事
見
解
で
感
情
的
脱
線
も

Ｊ Ｂ Ｓ

始
め
た
た
め
、ジ
ウ
マ
ー
ル
・

メ
ン
デ
ス
長
官
に
な
だ
め
ら

れ
る
一
幕
も
あ
っ
た
。

　

午
後
４
時
５
０
分
現
在
で

は
当
選
無
効
１
、
有
効
１
が

投
じ
ら
れ
た
の
み
だ
が
、
伯

国
メ
デ
ィ
ア
は
判
事
投
票
４

対
３
で
シ
ャ
ッ
パ
「
無
罪
」

と
予
想
し
て
い
る
。

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
か
ね
て
か
ら
コ

ブ
ラ
ド
ー
ル
廃
止
を
願
っ
て

い
た
ド
リ
ア
市
長
に
は
有

利
な
展
開
に
な
り
そ
う
だ
。

コ
ブ
ラ
ド
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
ハ
ダ
ジ
前
市
長
も
、「
ビ

リ
ェ
ッ
テ
・
ウ
ニ
コ
も
あ
る

の
に
な
ぜ
料
金
係
が
必
要
な

ん
だ
」
と
廃
止
を
願
っ
て
い

た
。
だ
が
、
市
民
の
間
で
は

「
雇
用
を
助
け
る
」「
バ
ス
内

が
安
全
」「
現
金
で
払
い
た

い
と
き
に
必
要
」
と
廃
止
反

対
の
声
も
根
強
い
。
さ
て
、

ど
う
な
る
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
代
表
戦
で

チ
ッ
チ
監
督
初
の
黒
星
を
喫

し
た
セ
レ
ソ
ン
。
ネ
イ
マ
ー

ル
は
お
ろ
か
、
マ
ル
セ
ロ
や

カ
ゼ
ミ
ロ
も
い
な
い
の
で
は

攻
守
で
物
足
り
な
さ
が
出
て

し
ま
う
の
は
仕
方
が
な
い
と

こ
ろ
で
敗
戦
も
や
む
な
し
だ

が
、
た
だ
、
そ
れ
以
上
に
違

和
感
が
あ
っ
た
の
は
実
況
中

継
。
今
回
は
き
わ
め
て
珍
し

く
、
ク
ウ
ツ
ウ
ラ
局
か
ら
の

放
送
と
な
っ
た
が
、
不
慣
れ

な
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
通
常

に
比
べ
、
あ
ま
り
に
も
お
と

な
し
い
も
の
に
。
伯
人
が
い

か
に
グ
ロ
ー
ボ
局
名
物
の
ガ

ル
ヴ
ォ
ン
・
ブ
エ
ノ
氏
の
実

況
中
継
に
慣
れ
過
ぎ
て
い
る

の
か
が
よ
く
わ
か
っ
た
。

　
　
　
　
　

◎

　

９
日
午
前
１
０
時
頃
、
聖

市
地
下
鉄
１
号
線
で
脱
線
事

故
が
起
き
た
。
現
場
は
南
側

の
終
点
の
ジ
ャ
バ
ク
ア
ラ
駅

付
近
だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
同

駅
と
コ
ン
セ
イ
ソ
ン
駅
、
サ

ン
ジ
ュ
ー
ダ
ス
駅
の
３
駅
が

閉
鎖
さ
れ
、
ト
ゥ
ク
ル
ヴ
ィ

〜
サ
ウ
ー
デ
駅
間
の
み
の
運

行
と
な
っ
た
。
閉
鎖
さ
れ
た

駅
の
利
用
者
に
は
代
替
バ
ス

が
あ
て
が
わ
れ
た
が
、
脱
線

事
故
が
起
き
た
原
因
は
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　

サ
ッ
カ
ー
国
際
親
善
試
合

の
伯
国
対
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

（
亜
国
）
戦
が
９
日
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
メ
ル
ボ
ル
ン

で
行
わ
れ
、
亜
国
が
１
―
０

で
勝
利
し
た
。
９
日
付
伯
字

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

疲
労
も
考
慮
し
、
ネ
イ

マ
ー
ル
な
ど
の
主
力
の
一
部

を
召
集
外
と
し
た
伯
国
代
表

（
セ
レ
ソ
ン
）
は
、
攻
撃
陣

で
は
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ジ
ェ
ズ

ス
、
フ
ィ
リ
ペ
・
コ
ウ
チ
ー

ニ
ョ
、
ウ
ィ
リ
ア
ン
ら
が
先

発
し
、
守
備
陣
は
左
右
サ
イ

ド
バ
ッ
ク
か
ら
、
２
人
の
セ

ン
タ
ー
バ
ッ
ク
、
キ
ー
パ
ー

に
至
る
ま
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
総

入
れ
替
え
の
布
陣
で
こ
の
試

合
に
臨
ん
だ
。

　

既
に
ロ
シ
ア
Ｗ
杯
の
南
米

地
区
予
選
突
破
を
確
定
さ
せ

て
い
る
伯
国
セ
レ
ソ
ン
に
対

し
、
亜
国
は
自
動
出
場
権
獲

得
圏
外
の
５
位
に
沈
ん
で
い

る
。

　

亜
国
は
新
監
督
ホ
ル
ヘ
・

サ
ン
パ
オ
リ
の
初
陣
と
な
る

こ
の
試
合
に
、
メ
ッ
シ
、
イ

グ
ア
イ
ン
、
デ
ィ
・
マ
リ
ア

な
ど
、
ベ
ス
ト
メ
ン
バ
ー
を

並
べ
た
。

　

試
合
は
、
前
半
終
了
間
際

の
４
４
分
、
亜
国
の
デ
ィ
・

マ
リ
ア
が
ゴ
ー
ル
前
に
高
い

ボ
ー
ル
を
上
げ
る
と
、
攻
め

あ
が
っ
て
い
た
デ
ィ
フ
ェ
ン

ス
の
オ
タ
メ
ン
デ
ィ
が
ヘ

デ
ィ
ン
グ
、
シ
ュ
ー
ト
は
ポ

ス
ト
に
弾
か
れ
た
が
、
こ
ぼ

れ
球
を
同
じ
く
デ
ィ
フ
ェ
ン

ス
の
メ
ル
カ
ド
が
押
し
込
ん

で
、
先
制
し
た
。

　

後
半
は
伯
国
が
攻
撃
的
な

選
手
を
投
入
し
て
反
撃
を
試

み
た
が
、
シ
ュ
ー
ト
が
ポ
ス

ト
に
当
た
る
な
ど
の
不
運
も

あ
り
、
そ
の
ま
ま
０
―
１
で

敗
れ
た
。

　

伯
国
は
チ
ッ
チ
監
督
が
就

任
し
て
以
来
、
南
米
予
選
８

試
合
と
コ
ロ
ン
ビ
ア
と
の
親

善
試
合
の
全
て
に
勝
利
し
て

い
た
が
、
１
０
戦
目
に
し
て

初
黒
星
と
な
っ
た
。

　

連
警
が
９
日
、
食
肉
大
手

の
Ｊ
Ｂ
Ｓ
が
、
社
主
の
ウ
エ

ズ
レ
イ
・
バ
チ
ス
タ
氏
ら
の

報
奨
付
供
述
漏
洩
な
ど
の
情

報
を
事
前
に
つ
か
み
、
４
月

か
ら
５
月
に
か
け
て
金
融
操

作
を
行
い
、
収
益
を
得
た
容

疑
で
、｢

ア
キ
レ
ス
作
戦｣

を
敢
行
し
た
と
同
日
付
伯
字

紙
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

今
回
の
作
戦
は
、
４
月

１
８
、１
９
日
に
有
価
証
券

取
引
委
員
会
（
Ｃ
Ｖ
Ｍ
）
が

Ｊ
Ｂ
Ｓ
に
対
す
る
調
査
開
始

を
決
め
た
と
知
っ
た
連
警

が
、
同
日
か
ら
始
め
た
捜
査

に
基
づ
い
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｖ
Ｍ
の
調
査
は
、
Ｊ
Ｂ

Ｓ
が
４
月
１
７
日
に
大
量
の

ド
ル
を
買
っ
た
直
後
に
、
ウ

エ
ズ
レ
イ
氏
が
テ
メ
ル
大
統

領
と
会
っ
た
時
の
会
話
の
録

音
な
ど
が
暴
露
さ
れ
、
１
８

日
の
証
券
、
為
替
市
場
が
大

揺
れ
し
た
事
で
、
同
社
が
多

額
の
為
替
差
益
を
得
た
事
な

ど
が
判
明
し
て
始
ま
っ
た
。

　

４
月
１
７
日
に
報
じ
ら
れ

た
大
統
領
と
ウ
エ
ズ
レ
イ
氏

の
会
話
の
録
音
は
、
４
月

１
８
日
に
最
高
裁
が
承
認
し

た
Ｊ
Ｂ
Ｓ
幹
部
の
報
奨
付
供

述
の
一
部
だ
。
同
社
社
主
の

ウ
エ
ズ
レ
イ
氏
の
供
述
や
音

声
デ
ー
タ
は
４
月
１
７
日

夜
、
グ
ロ
ー
ボ
局
の
サ
イ
ト

と
テ
レ
ビ
で
流
れ
、
政
財
界

に
大
混
乱
を
も
た
ら
し
た
。

　

Ｃ
Ｖ
Ｍ
は
そ
の
後
、
Ｊ
Ｂ

Ｓ
が
報
道
直
前
に
売
却
し
た

自
社
株
を
買
い
戻
す
な
ど
、

証
券
市
場
や
為
替
市
場
の
動

き
に
よ
っ
て
便
宜
を
得
て
い

た
事
も
突
き
止
め
て
い
る
。

Ｊ
Ｂ
Ｓ
と
そ
の
持
ち
株
会
社

で
あ
る
Ｊ
＆
Ｆ
な
ら
び
に
、

Ｊ
＆
Ｆ
グ
ル
ー
プ
傘
下
の
会

社
に
対
す
る
疑
惑
解
明
の
た

め
に
Ｃ
Ｖ
Ｍ
が
始
め
た
調

査
は
、
６
月
２
日
の
時
点
で

１
１
件
に
増
え
て
い
る
。

　

連
警
の
捜
査
は
、
４
月

１
７
日
の
報
奨
付
供
述
の
内

容
漏
洩
で
同
社
が
巨
額
の
恩

恵
を
受
け
た
こ
と
に
関
連
し

た
疑
惑
（
一
方
で
多
く
の
金

融
関
係
者
や
投
資
家
が
多
大

な
損
失
を
被
っ
た
）
か
ら
始

ま
っ
た
。

　

今
作
戦
で
は
、
４
月
末
に

行
わ
れ
た
Ｆ
Ｂ
パ
ル
チ
シ
パ

ソ
ン
エ
ス
に
よ
る
Ｊ
Ｂ
Ｓ
株

売
却
と
、
Ｊ
Ｂ
Ｓ
が
２
月
に

導
入
し
た
自
社
株
買
戻
し
計

画
と
の
関
連
や
、
４
月
末
か

ら
５
月
半
ば
に
か
け
て
行
わ

れ
た
ド
ル
の
売
買
や
ド
ル
で

の
先
物
取
引
に
関
す
る
疑
惑

も
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

　

ア
キ
レ
ス
作
戦
で
は
、
家

宅
捜
索
と
物
証
押
収
の
た
め

の
令
状
が
３
件
、
強
制
連
行

と
事
情
聴
取
の
た
め
の
令
状

が
４
件
出
て
お
り
、
１
１
時

２
０
分
現
在
の
同
社
の
株
価

は
４
％
下
落
し
た
。

　

聖
市
セ
ン
ト
ロ
の
ク
ラ
コ

ラ
ン
ジ
ア
で
生
活
す
る
麻
薬

常
用
者
の
中
で
、
女
性
の
比

率
が
１
年
で
２
倍
以
上
に
増

え
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
と
、
９
日
付
伯
字
紙

が
報
じ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
聖
州
社
会
開
発

局
が
行
っ
た
、
昨
年
と
今
年

の
４
―
５
月
に
お
け
る
ク
ラ

コ
ラ
ン
ジ
ア
生
活
者
の
内
訳

の
比
較
調
査
で
判
明
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
昨
年
の

そ
の
時
期
の
女
性
の
比
率
は

１
６
・
８
％
だ
っ
た
が
、
今

年
は
３
４
・
５
％
と
２
倍
以

上
に
増
え
て
い
る
と
い
う
。

　

女
性
常
用
者
の
４
・
２
％

は
、家
族
と
の
死
別
や
離
婚
、

暴
力
な
ど
の
家
庭
内
の
問
題

が
原
因
で
ク
ラ
コ
ラ
ン
ジ
ア

で
生
活
し
は
じ
め
た
と
し
て

い
る
。
７
４
％
は
、
そ
れ
ま

で
は
自
宅
や
家
族
の
家
で
暮

ら
し
て
い
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
調
査
中
に
会
っ
た

女
性
常
用
者
の
１
４
・
３
％

（
約
７
人
に
１
人
）
は
妊

娠
し
て
い
た
。
ク
ラ
コ

ラ
ン
ジ
ア
で
は
、
男
性

の
３
８
・
６
％
、
女
性
は

１
８
・
７
％
し
か
避
妊
対
策

を
採
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
女
性
常
用
者
の

４
４
・
１
％
は
幼
少
時
に
肉

体
的
ま
た
は
性
的
に
も
て
あ

そ
ば
れ
た
経
験
が
あ
り
、
７

０
・
６
％
は
ク
ラ
コ
ラ
ン
ジ

ア
で
肉
体
的
ま
た
は
性
的
な

暴
力
被
害
に
遭
っ
て
い
る
。

　

調
査
は
５
月
２
１
日
の
一

掃
作
戦
前
に
行
わ
れ
、
麻
薬

密
売
者
ら
の
屋
台
が
並
ぶ
ジ

ノ
・
ブ
エ
ノ
に
出
入
り
す
る

人
が
７
０
９
人
か
ら
１
８
６

１
人
に
増
え
た
こ
と
や
、
子

供
や
高
齢
者
、
性
病
患
者
な

ど
の
増
加
も
確
認
さ
れ
た
。

ジウマ／テメルの命運は？

チ
ッ
チ
体
制
初
黒
星
を
喫
す

亜
国
相
手
に
０
―
１
の
惜
敗

ク
ラ
コ
ラ
ン
ジ
ア
で
女
性
が
倍
増

７
人
に
１
人
が
妊
娠
ま
で

社
主
の
供
述
漏
洩
で
収
益
？

Ｍ Ｐ 発 令

銀
行
が
中
銀
と
司
法
取
引
可
能
に

（２）２０１７年 第４７７２号 ６月 １０日 （土曜日）

聖 市

セレソン

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
シ
ュ
ー
ト

を
ポ
ス
ト
に
当
て
て
し
ま
っ
た
、

ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ジ
ェ
ズ
ス
（
右
・

Lucas Figueiredo/CBF

）

ＴＳＥ
裁判



　

伊い

藤と
う

忠ち
ゅ
う

商し
ょ
う

事じ

の
ト
ル
コ
・
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
事じ

務む

所し
ょ

長ち
ょ
う・

森も
り

永な
が

堯た
か
しさ
ん
の
電で

ん

話わ

が
鳴な

っ
た
。
日に

本ほ
ん

の
本ほ

ん

社し
ゃ

か
ら
だ
っ
た
。

相あ
い

手て

は
い
き
な
り
ま
く
し
た
て
た
。

　
イ
ラ
ク
の
サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うが
、「
１
９
８
５
年ね

ん

３
月が

つ

１
９
日に

ち

２
０
時じ

以い

降こ
う

、
イ
ラ
ン
領

り
ょ
う

空く
う

を
通つ

う

過か

す
る
航こ

う

空く
う

機き

は
民み

ん

間か
ん

機き

と
い
え
ど
も
安あ

ん

全ぜ
ん

を
保ほ

障し
ょ
うし
な
い
」
と
警け

い

告こ
く

を

発は
っ

し
た
。

　
イ
ラ
ン
に
い
る
在ざ

い

留り
ゅ
う

外が
い

国こ
く

人じ
ん

は
一い

っ

斉せ
い

に
出

し
ゅ
っ

国こ
く

し
よ
う
と
し

て
い
る
。
在ざ

い

留り
ゅ
う

邦ほ
う

人じ
ん

も
脱だ

っ

出し
ゅ
つし
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
乗の

せ

て
く
れ
る
飛ひ

行こ
う

機き

が
な
い
。

　
つ
い
て
は
在ざ

い

留り
ゅ
う

邦ほ
う

人じ
ん

救き
ゅ
う

出し
ゅ
つの
た
め
に
、
ト
ル
コ
航こ

う

空く
う

を
飛と

ば
し
て
も
ら
う
よ
う
、
ト
ル
コ
政せ

い

府ふ

に
お
願ね

が

い
で
き
な
い
か
？

　

彼か
れ

ら
は
危き

険け
ん

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
の
だ
！　

頼た
の

む
！　

助た
す

け
て
や
っ
て
く
れ
！

　

１
９
８
０
（
昭

し
ょ
う

和わ

５
５
）
年ね

ん

に
始は

じ

ま
っ
た
イ
ラ
ン
と
イ
ラ

ク
の
戦せ

ん

争そ
う

は
、
５
年ね

ん

経た

っ
て
ま
す
ま
す
激は

げ

し
さ
を
加く

わ

え
て
い

た
。
１
９
８
５
（
昭

し
ょ
う

和わ

６
０
）
年ね

ん

に
は
イ
ラ
ク
空く

う

軍ぐ
ん

機き

が

ト
ル
コ
に
よ
る

イ
ラ
ン
在ざ

い

住じ
ゅ
う

日に

本ほ
ん

人じ
ん

救き
ゅ
う

出し
ゅ
つ

２０１０年
ねん

８月
がつ

２９日
にち

版
ばん

テ
ヘ
ラ
ン
の
民み

ん

間か
ん

居き
ょ

住じ
ゅ
う

域い
き

を
空く

う

爆ば
く

す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
。

日に

本ほ
ん

人じ
ん

学が
っ

校こ
う

の
先せ

ん

生せ
い

宅た
く

の
２
軒け

ん

隣と
な
りに
爆ば

く

弾だ
ん

が
落お

ち
て
５
人に

ん

の

死し

者し
ゃ

が
出で

て
い
た
。

　

さ
ら
に
イ
ラ
ク
の
フ
セ
イ
ン
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うは
、
イ
ラ
ン
領

り
ょ
う

空く
う

を

「
戦せ

ん

争そ
う

空く
う

域い
き

」
と
宣せ

ん

言げ
ん

し
、
民み

ん

間か
ん

航こ
う

空く
う

機き

も
す
べ
て
撃う

ち
落お

と
す
と
い
う
、
歴れ

き

史し

的て
き

に
も
類る

い

を
見み

な
い
声せ

い

明め
い

を
出だ

し
た
の

で
あ
る
。

　

当と
う

時じ

、
テ
ヘ
ラ
ン
に
い
た
野の

村む
ら

豊ゆ
た
か・
駐ち

ゅ
う
イ
ラ
ン
大た

い

使し

は
当と

う

時じ

の
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うを
こ
う
語か

た
っ
て
い
る
。［
１
，ｐ
１
４
２
］

　

在ざ
い

留り
ゅ
う

邦ほ
う

人じ
ん

の
生せ

い

命め
い

財ざ
い

産さ
ん

の
保ほ

護ご

は
国く

に

の
主し

ゅ

権け
ん

と
し
て
大た

い

使し

館か
ん

の
一い

ち

番ば
ん

重じ
ゅ
う

要よ
う

な
仕し

事ご
と

の
ひ
と
つ
で
、
私わ

た
しの
脳の

う

裏り

を
一い

っ

刻こ
く

も
離は

な

れ
る
こ
と
の
な
い
問も

ん

題だ
い

で
し
た
。
外が

い

国こ
く

は
自じ

国こ
く

民み
ん

が
外が

い

国こ
く

で
ク
ー
デ
タ
ー
や
災さ

い

害が
い

等な
ど

に
巻ま

き
込こ

ま
れ
る
と
救

き
ゅ
う

援え
ん

機き

や

運う
ん

搬ぱ
ん

機き

で
自じ

国こ
く

民み
ん

を
救

き
ゅ
う

出し
ゅ
つす
る
慣か

ん

例れ
い

が
あ
り
ま
す
が
、
日に

本ほ
ん

は
５
５
年ね

ん

体た
い

制せ
い

論ろ
ん

争そ
う

が
続つ

づ

い
て
お
り
、
当と

う

時じ

、
救

き
ゅ
う

援え
ん

機き

や
政せ

い

府ふ

の
専せ

ん

用よ
う

機き

を
所し

ょ

持じ

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
５
５
年ね

ん

体た
い

制せ
い

論ろ
ん

争そ
う

」
と
は
、
社し

ゃ

会か
い

党と
う

の
「
自じ

衛え
い

隊た
い

を
海か

い

外が
い

に
出だ

す
事こ

と

は
、
侵し

ん

略り
ゃ
く

戦せ
ん

争そ
う

に
つ
な
が
る
」
と
い
う
主し

ゅ

張
ち
ょ
う

に
よ
っ
て
、
海か

い

外が
い

在ざ
い

留り
ゅ
う

邦ほ
う

人じ
ん

救き
ゅ
う

出し
ゅ
つの
た
め
の
手し

ゅ

段だ
ん

が
必ひ

つ

要よ
う

だ

と
言い

う
声こ

え

も
、
押お

し
つ
ぶ
さ
れ
て
い
た
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うを
指さ

し
て
い
る
。

　
１
７
日に

ち

に
フ
セ
イ
ン
が
出だ

し
た
「
イ
ラ
ン
戦せ

ん

争そ
う

区く

域い
き

宣せ
ん

言げ
ん

」

を
受う

け
、
私わ

た
しは
た
だ
ち
に
日に

本ほ
ん
へ
救

き
ゅ
う

援え
ん

機き

派は

遣け
ん

要よ
う

請せ
い

を
出だ

し

ま
し
た
が
、
本ほ

ん

省し
ょ
うか

ら
、
救

き
ゅ
う

援え
ん

機き

派は

遣け
ん

に
は
イ
ラ
ン
と
イ
ラ

ク
両

り
ょ
う

国こ
く

の
安あ

ん

全ぜ
ん

保ほ

障し
ょ
うの
確か

く

約や
く

を
現げ

ん

地ち

で
取し

ゅ

得と
く

す
る
よ
う
指し

示じ

が
あ
り
ま
し
た
。
民み

ん

間か
ん

航こ
う

空く
う

機き

の
乗

じ
ょ
う

務む

員い
ん

の
安あ

ん

全ぜ
ん

確か
く

保ほ

が
優ゆ

う

先せ
ん

さ
れ
た
か
ら
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
確か

く

約や
く

は
不ふ

可か

能の
う

で
し

た
。

３
．
ど
こ
の
航こ

う

空く
う

会が
い

社し
ゃ

も

        「
自じ

国こ
く

民み
ん

優ゆ
う

先せ
ん

主し
ゅ

義ぎ

」

　

自じ

衛え
い

隊た
い

救き
ゅ
う

援え
ん

機き

も
出だ

せ
ず
、
政せ

い

府ふ

専せ
ん

用よ
う

機き

も
な
い
の
で
、

民み
ん

間か
ん

航こ
う

空く
う

会が
い

社し
ゃ

に
要よ

う

請せ
い

す
る
し
か
な
い
わ
け
だ
が
、
そ
の
乗

じ
ょ
う

務む

員い
ん

の
安あ

ん

全ぜ
ん

確か
く

保ほ

が
保ほ

障し
ょ
うさ
れ
な
い
以い

上じ
ょ
う、
日に

本ほ
ん

か
ら
の
救

き
ゅ
う

援え
ん

機き

は
出だ

せ
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

空く
う

爆ば
く

の
恐

き
ょ
う

怖ふ

に
曝さ

ら

さ
れ
て
い
る
現げ

ん

地ち

在ざ
い

留り
ゅ
う

邦ほ
う

人じ
ん

は
、
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

か
ら
見み

捨す

て
ら
れ
た
形か

た
ちに
な
っ
て
い
た
。

　

当と
う

時じ

は
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
も
Ａ
Ｎ
Ａ
も
テ
ヘ
ラ
ン
に
は
乗の

り
入い

れ

て
な
か
っ
た
。
危き

険け
ん

を
感か

ん

じ
て
い
た
在ざ

い

留り
ゅ
う

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
中な

か

に
は
、

欧お
う

州し
ゅ
う

各か
っ

国こ
く

の
航こ

う

空く
う

会が
い

社し
ゃ

に
発は

っ

券け
ん

を
申も

う

し
込こ

ん
で
い
た
が
、
ど

の
航こ

う

空く
う

会が
い

社し
ゃ

も
「
自じ

国こ
く

民み
ん

と
外が

い

交こ
う

官か
ん

を
優ゆ

う

先せ
ん

し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
拒き

ょ

否ひ

し
た
。

　
ソ
連れ

ん

の
ア
エ
ロ
フ
ロ
ー
ト
な
ら
乗の

せ
て
も
ら
え
る
と
い
う
の

で
、
オ
ー
プ
ン
・
チ
ケ
ッ
ト
（
搭と

う

乗じ
ょ
う

日び

未み

定て
い

の
航こ

う

空く
う

券け
ん

）
を

事じ

前ぜ
ん

に
入

に
ゅ
う

手し
ゅ

し
て
い
た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

も
多お

お

か
っ
た
。
当と

う

然ぜ
ん

、
搭と

う

乗
じ
ょ
う

で
き
る
と
思お

も
っ
て
い
た
の
で
、空く

う

港こ
う

の
ア
エ
ロ
フ
ロ
ー
ト
の
チ
ェッ

ク
イ
ン
・
カ
ウ
ン
タ
ー
で
チ
ケ
ッ
ト
を
提て

い

示じ

し
て
、
搭と

う

乗じ
ょ
う

手て

続つ
づ

き
を
行お

こ
な
お
う
と
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、ア
エ
ロ
フ
ロ
ー
ト
は「
ソ
連れ

ん

人じ
ん

か
ワ
ル
シ
ャ
ワ
パ
ッ

ク
加か

盟め
い

国こ
く

（
ソ
連れ

ん

陣じ
ん

営え
い

の
共

き
ょ
う

産さ
ん

国こ
く

）
が
優ゆ

う

先せ
ん

」
と
言い

っ
て
取と

り
合あ

わ
な
い
。

　

ど
こ
の
航こ

う

空く
う

会が
い

社し
ゃ

も
「
自じ

国こ
く

民み
ん

優ゆ
う

先せ
ん

主し
ゅ

義ぎ

」
が
国こ

く

際さ
い

常
じ
ょ
う

識し
き

で
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

を
乗の

せ
て
く
れ
る
会か

い

社し
ゃ

は
な
か
っ
た
。
特と

く

に
、

家か

族ぞ
く

連づ

れ
の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

駐ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

は
、
奥お

く

さ
ん
や
子こ

供ど
も

た
ち
を

脱だ
っ

出し
ゅ
つさ
せ
る
便び

ん

が
見み

つ
か
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
絶ぜ

つ

望ぼ
う

感か
ん

と
焦

し
ょ
う

燥そ
う

感か
ん

で
パ
ニ
ッ
ク
状

じ
ょ
う

態た
い

に
陥

お
ち
い
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
こ
う
し
た
窮

き
ゅ
う

状じ
ょ
うが
伊い

藤と
う

忠ち
ゅ
うの
テ
ヘ
ラ
ン
事じ

務む

所し
ょ

か
ら
、
東と

う

京き
ょ
う

本ほ
ん

社し
ゃ

に
伝つ

た

え
ら
れ
た
。
東と

う

京き
ょ
う

本ほ
ん

社し
ゃ

か
ら
、「
頼た

の

む
！　

助た
す

け
て
や
っ
て
く
れ
！
」
と
い
う
悲ひ

鳴め
い

の
よ
う
な
緊き

ん

急き
ゅ
う

電で
ん

話わ

が

入は
い
っ
た
の
は
、
こ
う
い
う
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うだ
っ
た
。

　

電で
ん

話わ

を
受う

け
た
森も

り

永な
が

さ
ん
は
、
不ふ

思し

議ぎ

に
思お

も

っ
た
。［
１
，

ｐ
２
３
］

１
．「
頼た

の

む
！
助た

す

け
て
や
っ
て
く
れ
！
」

　
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
こ
ん
な
に
危き

機き

に
直

ち
ょ
く

面め
ん

し
て
い
る
の
に
、
何な

故ぜ

日に

本ほ
ん

の
航こ

う

空く
う

機き

が
救

き
ゅ
う

出し
ゅ
つに
来こ

な
い
の
か
？

　

今い
ま

起お

き
て
い
る
問も

ん

題だ
い

は
、
イ
ラ
ン
に
い
る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
問も

ん

題だ
い

な
の
だ
か
ら
、
本ほ

ん

来ら
い

イ
ラ
ン
と
日に

本ほ
ん

が
当と

う

事じ

国こ
く

で
あ
る
。
ト

ル
コ
は
全ま

っ
た
く
関か

ん

係け
い

の
な
い
第だ

い

三さ
ん

国ご
く

で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
何な

故ぜ

ト
ル
コ
が
巻ま

き
込こ

ま
れ
る
の
か
？

　

森も
り

永な
が

さ
ん
自じ

身し
ん

が
疑ぎ

問も
ん

に
思お

も

っ
た
事こ

と

は
、
ト
ル
コ
政せ

い

府ふ

か

ら
か
な
ら
ず
質し

つ

問も
ん

さ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
ど
う
答こ

た

え
る
の

か
。
さ
ら
に
彼か

れ

ら
は
当と

う

然ぜ
ん

、
次つ

ぎ

の
よ
う
に
も
言い

う
だ
ろ
う
。

　
テ
ヘ
ラ
ン
に
は
大お

お

勢ぜ
い

の
ト
ル
コ
人じ

ん

が
い
る
。
ト
ル
コ
政せ

い

府ふ

と

し
て
は
ま
ず
は
ト
ル
コ
人じ

ん

を
救

き
ゅ
う

出し
ゅ
つす
べ
き
な
の
で
、
そ
の
対た

い

策さ
く

で
頭あ

た
まが
一い

っ

杯ぱ
い

で
あ
る
。
外が

い

国こ
く

人じ
ん

で
あ
る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

救き
ゅ
う

援え
ん

の
こ

と
ま
で
頭あ

た
まが
回ま

わ

ら
な
い
の
が
実じ

つ

情じ
ょ
うな
の
に
、
何な

に

を
言い

っ
て
い
る

の
だ
？

　

ト
ル
コ
政せ

い

府ふ

に
頼た

の

む
に
し
て
も
、
こ
う
し
た
質し

つ

問も
ん

や
言い

い

分ぶ
ん

に
、
す
ぐ
に
答こ

た

え
ら
れ
る
よ
う
、
説せ

っ

得と
く

力り
ょ
くの
あ
る
回か

い

答と
う

を

あ
ら
か
じ
め
用よ

う

意い

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

良よ

い
考か

ん
が
え
が
浮う

か
ば
な
い
ま
ま
、
い
た
ず
ら
に
時じ

間か
ん

が
過す

ぎ
て
い
く
。
一い

っ

方ぽ
う

で
、
テ
ヘ
ラ
ン
の
在ざ

い

留り
ゅ
う

邦ほ
う

人じ
ん

の
窮

き
ゅ
う

状じ
ょ
うを
思お

も

う
と
、
も
は
や
思し

案あ
ん

し
て
い
る
場ば

合あ
い

で
は
な
く
、
一い

っ

刻こ
く

も
早は

や

く
行こ

う

動ど
う

を
起お

こ
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
焦

し
ょ
う

燥そ
う

感か
ん

と
責せ

き

任に
ん

感か
ん

で
心し

ん

臓ぞ
う

が
つ
ぶ
れ
そ
う
だ
っ
た
。

　

森も
り

永な
が

さ
ん
は
決け

っ

心し
ん

し
た
。
頼た

の

む
相あ

い

手て

は
、
無む

理り

筋す
じ

の
話は

な
しで

も
、
即そ

く

断だ
ん

即そ
っ

決け
つ

で
引ひ

き
受う

け
て
く
れ
る
ト
ッ
プ
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
し
か
も
自じ

分ぶ
ん

の
親し

た

し
い
友ゆ

う

人じ
ん

で
、
強つ

よ

い
指し

導ど
う

力
り
ょ
く

と
実じ

っ

行こ
う

力り
ょ
くの
あ
る
人ひ

と

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
な
る
と
頼た

の

む
相あ

い

手て

は
た
っ
た
一ひ

と

人り

し
か
い
な
い
。「
オ
ザ
ル
首し

ゅ

相し
ょ
うに
お
願ね

が

い
し
よ
う
」
と
決き

め
た
。

　

そ
し
て
、
本ほ

ん

来ら
い

、
筋す

じ

の
立た

た
な
い
お
願ね

が

い
な
の
で
、
無む

手て

勝か
つ

流り
ゅ
うと
な
っ
て
も
仕し

方か
た

が
な
い
。
こ
れ
以い

上じ
ょ
うへ
た
な
思し

案あ
ん

を
せ

ず
に
、
体た

い

当あ

た
り
で
お
願ね

が

い
し
て
み
よ
う
。

　

意い

を
決け

っ

し
た
森も

り

永な
が

さ
ん
は
、
オ
ザ
ル
首し

ゅ

相し
ょ
うの
オ
フ
ィ
ス
に
電で

ん

話わ

を
か
け
た
。
頻ひ

ん

繁ぱ
ん

に
電で

ん

話わ

を
か
け
あ
っ
て
い
る
仲な

か

だ
っ
た
の

で
、
そ
の
時と

き

も
「
緊き

ん

急き
ゅ
う」
と
い
う
こ
と
で
、
す
ん
な
り
と
つ
な

い
で
く
れ
た
。

　
「
ト
ゥ
ル
グ
ッ
ト
・
ベ
イ
！　

助た
す

け
て
下く

だ

さ
い
」　

ト
ゥ
ル
グ
ッ

ト
は
、オ
ザ
ル
首し

ゅ

相し
ょ
うの
フ
ァ
ー
ス
ト・ネ
ー
ム
で
あ
る
。た
だ
し
、

男だ
ん

性せ
い

に
対た

い

す
る
尊そ

ん

称し
ょ
うの
「
ベ
イ
」
を
つ
け
て
呼よ

ん
で
い
た
。

　
「
ど
う
し
た
？　

ド
ス
ト
ゥ
ム
・
モ
リ
ナ
ー
ガ
さ
ん
」　

ド

ス
ト
ゥ
ム
は
、
ト
ル
コ
語ご

で
「
親し

ん

友ゆ
う

」
の
意い

味み

で
あ
る
。
ま

た
日に

本ほ
ん

通つ
う

ら
し
く
「
さ
ん
」
を
つ
け
て
呼よ

ん
で
く
れ
た
。

　
「
ト
ゥ
ル
グ
ッ
ト
・
ベ
イ
！　

ト
ル
コ
航こ

う

空く
う

に
指し

示じ

を
出だ

し

　※これを読
よ

めば自
しぜん

然に、日
にっぽん

本の
文

ぶんか

化や歴
れきし

史に関
かんしん

心がもてるような話
はなし

を
毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
にせい

世
の方

かた

や日
にほんご

本語学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少
すこ

しでも日
にっぽん

本に興
きょうみ

味を持
も

ってもらえる
よう、最

もよ

寄りの日
にほんご

本語学
がっこう

校や日
にっけい

系団
だんたい

体
の掲

けいじばん

示板に張
は

ったり、普
ふだん

段は邦
ほうじ

字紙
し

を
読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事
を紹

しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

て
く
れ
た
。

　
日に

本ほ
ん

人じ
ん

救き
ゅ
う

援え
ん

の
た
め
、
テ

ヘ
ラ
ン
に
ト
ル
コ
航こ

う

空く
う

の
特と

く

別べ
つ

機き

を
１
機き

出だ

す
。
詳

し
ょ
う

細さ
い

は

ト
ル
コ
航こ

う

空く
う

と
連れ

ん

絡ら
く

を
と
っ

た
ら
良よ

い
。
日に

本ほ
ん

の
皆み

な

さ
ん

に
よ
ろ
し
く
。

　

そ
れ
を
聞き

い
て
、
森も

り

永な
が

さ

ん
は
驚お

ど
ろ
く
と
同ど

う

時じ

に
、
体か

ら
だの

芯し
ん

か
ら
喜よ

ろ
こ
び
が
湧わ

き
上あ

が
る

の
を
抑お

さ

え
き
れ
な
か
っ
た
。

　

ト
ゥ
ル
グ
ッ
ト
・
ベ
イ
！　

大た
い

変へ
ん

、
大た

い

変へ
ん

、
大た

い

変へ
ん

あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
何な

に

も
難

む
ず
か

し
い
質し

つ

問も
ん

を
せ
ず
、
私わ

た
しの
お

願ね
が

い
を
聞き

き
入い

れ
て
頂い

た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
救

き
ゅ
う

出し
ゅ
つの
た
め
に

救き
ゅ
う

援え
ん

機き

を
出だ

し
て
、
後あ

と

で

政せ
い

治じ

問も
ん

題だ
い

に
な
る
か
も
し
れ

な
い
の
に
、
リ
ス
ク
を
取と

っ
て

大だ
い

決け
つ

断だ
ん

し
て
頂い

た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
ん
な

に
感か

ん

謝し
ゃ

し
て
も
、
感か

ん

謝し
ゃ

し
き

れ
ま
せ
ん
。

２
．
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

は

        

救き
ゅ
う
援え

ん

機き

を
出だ

せ
な
い

て
、
テ
ヘ
ラ
ン
に
い
る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

を
救

き
ゅ
う

出し
ゅ
つし
て
下く

だ

さ
い
」

　
「
テ
ヘ
ラ
ン
に
い
る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
ど
う
し
た
と
言い

う
の
だ
？　

モ
リ
ナ
ー
ガ
さ
ん
」

　

森も
り

永な
が

さ
ん
は
テ
ヘ
ラ
ン
で
の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
窮

き
ゅ
う

状じ
ょ
うを
説せ

つ

明め
い

し
た
。

本ほ
ん

来ら
い

ト
ル
コ
に
は
何な

ん

の
関か

ん

係け
い

も
な
い
事こ

と

だ
が
、
こ
ん
な
事こ

と

を

お
願ね

が

い
で
き
る
の
は
、
あ
な
た
の
他ほ

か

に
い
ま
せ
ん
、
と
必ひ

っ

死し

で

訴う
っ
たえ
た
。

　

オ
ザ
ル
首し

ゅ

相し
ょ
うは
森も

り

永な
が

さ
ん
の
話は

な
し
を
黙だ

ま
っ
て
聞き

い
て
い
た
。
い

つ
も
な
ら
す
ぐ
に
返へ

ん

事じ

を
す
る
の
に
、
そ
の
時と

き

は
話は

な
し
を
聞き

き

終お

わ
っ
て
も
何な

に

も
言い

わ
ず
に
沈ち

ん

黙も
く

を
続つ

づ

け
て
い
た
。［
１
，
ｐ

３
３
］

　
私わ

た
しは
固か

た

唾ず

を
呑の

ん
で
、
彼か

れ

の
言こ

と

葉ば

を
待ま

っ
て
い
た
。「
Ｙ
Ｅ

Ｓ
」
と
も
「
Ｎ
ｏ
］
と
も
言い

わ
な
い
。
私わ

た
しに
は
こ
の
沈ち

ん

黙も
く

の

時じ

間か
ん

が
も
の
す
ご
く
長な

が

く
感か

ん

じ
ら
れ
た
。
そ
の
間か

ん

、「
断こ

と
わら
れ

た
ら
ど
う
し
よ
う
」
と
か
色い

ろ

ん
な
こ
と
が
頭あ

た
ま
を
よ
ぎ
る
。
で

も
彼か

れ

は
電で

ん

話わ

の
向む

こ
う
で
沈ち

ん

黙も
く

を
続つ

づ

け
た
ま
ま
で
あ
る
。

　
や
が
て
オ
ザ
ル
首し

ゅ

相し
ょ
うは
口く

ち

を
開ひ

ら

い
た
。

　
「
わ
か
っ
た
。
心し

ん

配ぱ
い

す
る
な
。
親し

ん

友ゆ
う

モ
リ
ナ
ー
ガ
さ
ん
。
後あ

と

で
電で

ん

話わ

す
る
」

　
こ
の
答こ

た

え
に
、森も

り

永な
が

さ
ん
は
し
ば
し
呆ぼ

う

然ぜ
ん

と
し
て
し
ま
っ
た
。

「
質し

つ

問も
ん

さ
れ
た
ら
困こ

ま

る
な
」
と
怖お

そ

れ
て
い
た
の
に
、
何な

ん

の
質し

つ

問も
ん

も
な
い
。
小こ

躍お
ど

り
し
た
く
な
る
ほ
ど
嬉う

れ

し
か
っ
た
が
、
胸む

ね

が

つ
ま
っ
て
し
ま
い
、「
大た

い

変へ
ん

、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ト
ゥ

ル
グ
ッ
ト
・
ベ
イ
」
と
言い

う
の
が
精せ

い

一い
っ

杯ぱ
い

で
あ
っ
た
。

　

森も
り

永な
が

さ
ん
が
、
オ
ザ
ル
氏し

に
初は

じ

め
て
会あ

っ
た
の
は
、
こ
の
時じ

点て
ん

よ
り
１
０
年ね

ん

ほ
ど
前ま

え

だ
っ
た
。
オ
ザ
ル
さ
ん
は
ま
だ
政せ

い

治じ

家か

で
は
な
く
、
い
く
つ
か
の
民み

ん

間か
ん

企き

業ぎ
ょ
うの
顧こ

問も
ん

と
し
て
働は

た
らい
て

い
た
。

　
「
日に

本ほ
ん

は
資し

源げ
ん

が
な
い
の
で
資し

源げ
ん

を
輸ゆ

入に
ゅ
うし
、
技ぎ

術じ
ゅ
つ

力り
ょ
くで

付ふ

加か

価か

値ち

を
付つ

け
輸ゆ

出し
ゅ
つし
て
い
る
」
と
口く

ち

癖ぐ
せ

の
よ
う
に
言い

う

知ち

日に
ち

家か

で
あ
り
、
親し

ん

日に
ち

家か

で
あ
っ
た
。

　

当と
う

時じ

の
ト
ル
コ
は
、
農の

う

業ぎ
ょ
うが
最さ

い

大だ
い

の
産さ

ん

業ぎ
ょ
うで
あ
っ
た
の
で
、

日に

本ほ
ん

か
ら
技ぎ

術じ
ゅ
つを
導ど

う

入に
ゅ
うし
、
農の

う

業ぎ
ょ
う

用よ
う

ト
ラ
ク
タ
ー
の
製せ

い

造ぞ
う

を

行お
こ
なお
う
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
当と

う

時じ

の
ト
ル
コ
は
国く

に

自じ

体た
い

が
経け

い

済ざ
い

破は

綻た
ん

の
危き

機き

に
瀕ひ

ん

し
て
お
り
、
そ
ん
な
国く

に

に
資し

本ほ
ん

を

投と
う

下か

し
よ
う
と
す
る
日に

っ

本ぽ
ん

企き

業ぎ
ょ
うは
皆か

い

無む

だ
っ
た
。

　

そ
こ
で
森も

り

永な
が

さ
ん
が
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
て
、
何な

ん

と
か
工く

面め
ん

し
た
外が

い

貨か

で
ト
ラ
ク
タ
ー
の
部ぶ

品ひ
ん

を
日に

本ほ
ん

か
ら
輸ゆ

入に
ゅ
うし
、
細ほ

そ

々ぼ
そ

と
組く

み

立た

て
る
と
い
う
事じ

業ぎ
ょ
うを
お
こ
し
た
。

　

１
９
７
８
（
昭

し
ょ
う

和わ

５
３
）
年ね

ん

、
ト
ル
コ
は
つ
い
に
外が

い

国こ
く

か

ら
の
借

し
ゃ
っ

款か
ん

が
返へ

ん

済さ
い

で
き
な
く
な
る
と
い
う
最さ

い

悪あ
く

の
状

じ
ょ
う

態た
い

に
陥

お
ち
い
っ

た
。
ト
ラ
ク
タ
ー
製せ

い

造ぞ
う

事じ

業ぎ
ょ
うも
風ふ

う

前ぜ
ん

の
灯

と
も
し

火び

と
な
っ
た
が
、

森も
り

永な
が

さ
ん
と
オ
ザ
ル
さ
ん
は
力ち

か
ら
を
合あ

わ
せ
て
こ
の
困こ

ん

難な
ん

に
対た

い

峙じ

し
た
。
こ
の
過か

程て
い

で
互た

が

い
へ
の
信し

ん

頼ら
い

が
強つ

よ

ま
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
の
後ご

、
オ
ザ
ル
さ
ん
は
、
手し

ゅ

腕わ
ん

を
見み

込こ

ま
れ
て
経け

い

済ざ
い

担た
ん

当と
う

大だ
い

臣じ
ん

と
な
り
、「
オ
ザ
ル
経け

い

済ざ
い

改か
い

革か
く

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
た
。
そ
れ
ま
で
の
規き

制せ
い

だ
ら
け
の
経け

い

済ざ
い

を
自じ

由ゆ
う

化か

す
る

事こ
と

を
原げ

ん

則そ
く

と
し
て
、
こ
れ
が
今こ

ん

日に
ち

で
も
ト
ル
コ
経け

い

済ざ
い

運う
ん

営え
い

の

基き

礎そ

と
な
っ
て
い
る
。

イ
ラ
ク
空く

う

軍ぐ
ん

の
空く

う

爆ば
く

に
怯お

び

え
る
テ
ヘ
ラ
ン
在ざ

い

住じ
ゅ
う

日に

本ほ
ん

人じ
ん

た
ち
に

日に
っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

は
救

き
ゅ
う

援え
ん

機き

を
出だ

さ
な
か
っ
た
。

首
しゅ

相
しょう

時
じ

代
だい

のトゥルグト・オザル氏
し

６
．「
わ
か
っ
た
。心し

ん

配ぱ
い

す
る
な
。 

        

親し
ん

友ゆ
う

モ
リ
ナ
ー
ガ
さ
ん
」

５
．「
体た

い

当あ

た
り
で

         

お
願ね

が

い
し
て
み
よ
う
」

７
．
オ
ザ
ル
氏し

と
の
信し

ん

頼ら
い

関か
ん

係け
い

４
．「
何な

故ぜ

日に

本ほ
ん

の
航こ

う

空く
う

機き

が

         

救き
ゅ
う

出
　
し
ゅ
つに
来こ

な
い
の
か
？
」

　

大だ
い

臣じ
ん

と
な
っ
て
も
、
オ
ザ
ル
氏し

は
日に

本ほ
ん

の
経け

い

済ざ
い

運う
ん

営え
い

を
参さ

ん

考こ
う

に
し
た
い
と
、
森も

り

永な
が

さ
ん
を
よ
く
大だ

い

臣じ
ん

室し
つ

に
呼よ

ん
で
話は

な
し
を

聞き

い
た
。
オ
ザ
ル
氏し

は
、
そ
の
後ご

の
内な

い

閣か
く

で
も
経け

い

済ざ
い

運う
ん

営え
い

の

腕う
で

を
買か

わ
れ
、
経け

い

済ざ
い

担た
ん

当と
う

副ふ
く

首し
ゅ

相し
ょ
うと
な
っ
た
。

　

そ
し
て
１
９
８
３
（
昭

し
ょ
う

和わ

５
８
）
年ね

ん

の
総そ

う

選せ
ん

挙き
ょ

で
は
祖そ

国こ
く

党と
う

を
立た

ち
上あ

げ
、
そ
の
分わ

か
り
易や

す

い
経け

い

済ざ
い

政せ
い

策さ
く

が
国こ

く

民み
ん

に
支し

持じ

さ
れ
、
地じ

滑す
べ

り
的て

き

な
圧あ

っ

勝し
ょ
うを
遂と

げ
て
、
つ
い
に
首し

ゅ

相し
ょ
うに
な
っ

た
。

　
一い

ち

時じ

、
帰き

国こ
く

し
て
い
た
森も

り

永な
が

さ
ん
が
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
支し

店て
ん

長ち
ょ
うと
し
て
再さ

い

赴ふ

任に
ん

す
る
と
、
オ
ザ
ル
首し

ゅ

相し
ょ
うは
森も

り

永な
が

さ
ん
を

「
日に

本ほ
ん

関か
ん

係け
い

私し

設せ
つ

顧こ

問も
ん

」
と
呼よ

び
な
が
ら
、
大だ

い

事じ

に
し
て
く

れ
た
の
で
あ
る
。
テ
ヘ
ラ
ン
在ざ

い

留り
ゅ
う

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
救

き
ゅ
う

出し
ゅ
つを
頼た

の

ん
だ

の
は
、
そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
の
事こ

と

で
あ
っ
た
。

　

オ
ザ
ル
首し

ゅ

相し
ょ
うは
「
心し

ん

配ぱ
い

す
る
な
」
と
言い

っ
て
く
れ
た
が
、

そ
の
後ご

ト
ル
コ
政せ

い

府ふ

か
ら
も
、
ト
ル
コ
航こ

う

空く
う

か
ら
も
連れ

ん

絡ら
く

が

来こ

な
い
。
森も

り

永な
が

さ
ん
は
心し

ん

配ぱ
い

に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
声せ

い

明め
い

の
設せ

っ

定て
い

し
た
期き

限げ
ん

が
過す

ぎ
て
し
ま

う
。

　

数す
う

時じ

間か
ん

後ご

、
や
っ
と
オ
ザ
ル
首し

ゅ

相し
ょ
う

自じ

身し
ん

か
ら
電で

ん

話わ

が
あ
っ

た
。
ど
き
ど
き
し
て
森も

り

永な
が

さ
ん
は
首し

ゅ

相し
ょ
うの
言こ

と

葉ば

を
待ま

っ
た
。

首し
ゅ

相し
ょ
うは
落お

ち
着つ

い
た
声こ

え

で
、「
ハ
イ
レ
ッ
テ
ィ
ム
（
全す

べ

て
ア
レ
ン

ジ
し
た
）。
心し

ん

配ぱ
い

す
る
な
。
親し

ん

友ゆ
う

モ
リ
ナ
ー
ガ
さ
ん
」
と
言い

っ

（３） ２０１７年第４７７２号 	 ６月	１０日	（土曜日）

　
早さ

っ

速そ
く

テ
ヘ
ラ
ン
の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
こ
の
大だ

い

英え
い

断だ
ん

を
伝つ

た

え
ま
す
。

大た
い

変へ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

森も
り

永な
が

さ
ん
は
電で

ん

話わ

を
切き

る
と
、
こ
の
朗ろ

う

報ほ
う

を
直た

だ

ち
に
東と

う

京き
ょ
う

経け
い

由ゆ

で
テ
ヘ
ラ
ン
に
伝つ

た

え
た
。

　

し
か
し
、
テ
ヘ
ラ
ン
の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
、
そ
の
情

じ
ょ
う

報ほ
う

を
に
わ

か
に
は
信し

ん

じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ま
で
ど
こ
の
航こ

う

空く
う

会が
い

社し
ゃ

に
も
搭と

う

乗じ
ょ
うを
拒き

ょ

否ひ

さ
れ
て
、
絶ぜ

つ

望ぼ
う

の
淵ふ

ち

に
い
た
の
だ
。

急き
ゅ
うに
ト
ル
コ
航こ

う

空く
う

が
特と

く

別べ
つ

機き

を
出だ

す
と
言い

っ
て
も
、
信し

ん

じ

が
た
い
思お

も

い
だ
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
テ
ヘ
ラ
ン
に
は
６
０
０
人に

ん

を
優ゆ

う

に
超こ

え
る
ト

ル
コ
人じ

ん

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
滞た

い

在ざ
い

し
て
い
る
。
ト
ル
コ
航こ

う

空く
う

が
特と

く

別べ
つ

機き

を
出だ

す
と
言い

っ
て
も
、
彼か

れ

ら
を
優ゆ

う

先せ
ん

す
る
の
が

当と
う

然ぜ
ん

な
の
で
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

ま
で
席せ

き

が
回ま

わ

っ
て
く
る
か
、
と
い

ぶ
か
し
く
思お

も

っ
た
の
で
あ

る
。

（
続つ

づ

く
、
文ぶ

ん

責せ
き

：
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）
【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】（
１
）
森も

り

永な
が

堯ぎ
ょ
う『
ト
ル
コ
世せ

界か
い

一い
ち
の

親し
ん

日に
ち

国こ
く　

危き

機き

一い
っ

髪ぱ
つ

！
イ

ラ
ン
在ざ

い

留り
ゅ
う

日に

本ほ
ん

人じ
ん

を
救

き
ゅ
う

出し
ゅ
つし
た
ト
ル
コ
航こ

う

空く
う

』

（上
じょう

）

８
．「
ハ
イ
レ
ッ
ティ
ム
（
全す

べ
て
ア
レ
ン
ジ
し
た
）。

          

心し
ん

配ぱ
い

す
る
な
。」
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Princesa 

A princesa chegou na 
sede do Royal Bhutan 
Flower Exhibition no 
domingo, na capital 
Thimphu. Ela foi sau-
dada pelo rei Jigme 
Khesar Namgyel Wa-
ngchuck e pela rainha 
Jetsun Pema.
A exposição foi realiza-
da pela primeira vez 2 
anos atrás por iniciativa 
do rei e é um dos maio-

Os sucessivos lançamentos 
de mísseis da Coreia do 
Norte e seus motivos

A princesa Mako do Japão compareceu à ceri-
mônia de inauguração de uma exposição de flo-
res no Butão, durante a sua visita oficial ao país.

res eventos culturais 
desta nação do Hima-
laia.
O evento exibe flores 
nativas, bem como jar-
dins nos estilos de paí-
ses vizinhos como Tai-
lândia e Índia.
O jardim japonês foi 
criado por um jardi-
neiro da província ja-
ponesa de Fukushima 
e butaneses. Ele exibe 

bonsais, que são árvo-
res miniaturizadas, em-
prestadas pelo rei, jun-
tamente com plantas e 
pedras do Butão.
A princesa Mako teria 
dito ao jardineiro, que 
a guiou pela exposição, 
que acha maravilho-
so que o jardim esteja 
contribuindo para o in-
tercâmbio entre os dois 
países.

No dia 29 de maio a 
Coreia do Norte lançou 
um novo tipo de míssil 
balístico que acredita-se 
ser uma versão atualiza-
do de um míssil Scud. 
Pyongyang lançou mís-
seis por três semanas se-
guidas e este último foi 
o décimo segundo lan-
çamento deste ano.
Hoje, para o Comen-
tário, conversamos 
com Hideshi Takesa-
da, professor especial-
mente convidado da 
Faculdade de Pós-Gra-
duação da Universidade 
Takushoku, sobre esses 
sucessivos lançamentos 
de mísseis da Coreia do 
Norte.
Takesada diz: “O objeti-
vo da Coreia do Norte é 
testar diferentes tipos de 
mísseis, de formas dife-
rentes e em ocasiões di-
ferentes e, por fim, criar 
um míssil balístico in-
tercontinental que consi-
ga chegar até a costa les-
te dos Estados Unidos. 
A série de lançamentos 
de mísseis indica que a 
Coreia do Norte está na 
fase final do seu desen-
volvimento de mísseis e 
que está fazendo os últi-
mos testes técnicos.
O míssil lançado no dia 
29 de maio tem uma 
ogiva equipada com 
asas de controle que 
permitem que o míssil 
atinja seu alvo com mais 
precisão. A Central Co-

reana, agência estatal 
de notícias da Coreia 
do Norte, informou que 
o míssil teria caído a 
apenas 7 metros de seu 
alvo. Se isso for verda-
de, o míssil poderia atin-
gir um porta-aviões em 
alto mar.
As Forças Armadas dos 
Estados Unidos envia-
ram dois porta-aviões 
para o Mar do Japão. O 
objetivo é atacar a Co-
reia do Norte com bom-
bardeiros a partir desses 
porta-aviões, ou mís-
seis Tomahawk a partir 
de navios Aegis que os 
acompanham.
Em retaliação, a Coreia 
do Norte está ameaçan-
do os Estados Unidos 
através do lançamento 
de mísseis. O país tam-
bém começou a ameaçar 
o Japão, que coopera 
com os Estados Unidos, 
insinuando que estaria 
desenvolvendo um mís-
sil capaz de atingir ins-
talações importantes do 
Japão.
Os Estados Unidos tra-
balharam com a China 
para pressionar o Con-
selho de Segurança das 
Nações Unidas a aumen-
tar suas sanções contra a 
Coreia do Norte. Vale 
notar que os dois países 
assinaram conjuntamen-
te uma proposta para a 
imposição de sanções 
sobre empresas russas 
que ajudam a Coreia do 

Cientistas japoneses 
confirmaram detalhes de 
uma ampla área de ja-
zidas de metal raro no 
fundo do mar ao largo da 
região leste do Japão.
Entre abril e maio, pes-
quisadores da Agência 
de Ciência e Tecnologia 
Marinha e Geológica do 
Japão realizaram um le-
vantamento robótico das 
jazidas, que estão situ-
adas no fundo do mar a 

Confirmadas jazidas de 
cobalto no fundo do mar 
ao largo de província do 
leste do Japão

cerca de 350 quilômetros 
da província de Chiba.
Encontradas aproxima-
damente 30 anos atrás, as 
crostas contêm uma gran-
de quantidade de cobalto 
e outros metais raros.
Os cientistas dizem que 
a superfície de um vul-
cão submerso a uma pro-
fundidade entre 1.500 e 
5.500 metros estava reco-
berta com as crostas.
Com mais de 10 centíme-

Mako 

Coreia do Norte   06/06/2017

Metal Raro 05/06/2017

O Japão emitiu, em 
2016, um número de 
vistos para estrangeiros 
sem precedentes em sua 
história.

O Ministério dos Negó-
cios Estrangeiros infor-
ma que, no ano passado, 
embaixadas e consula-
dos do Japão emitiram 

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD RÁDIO JAPÃO. 
nhk.jp/portuguese

visita exposição de 
Norte a fortalecer seu 
poderio militar. Desde 
o segundo semestre do 
ano passado a Rússia 
tem se oposto aos es-
boços de sanções apre-
sentados pelos Estados 
Unidos e a China. Isto 
sugere que a Rússia vai 
provavelmente se tornar 
um grande obstáculo 
nas tentativas de elabo-
rar sanções contra a Co-
reia do Norte.
O presidente da Rússia, 
Vladimir Putin, vem 
tentando, desde que as-
sumiu o cargo pela pri-
meira vez, no ano 2000, 
obter sucesso na “polí-
tica oriental”, que tem 
como objetivo principal 
desenvolver o extremo 
leste da Rússia com 
base nas relações que 
mantém com as Coreias 
do Norte e do Sul. Acho 
que a Rússia quer desen-
volver a região do extre-
mo leste do país através 
de um bom relaciona-
mento com a Coreia do 
Norte e também aumen-
tando sua influência no 
leste da Ásia.
Acho que será mais difí-
cil para a Rússia, a Chi-
na, os Estados Unidos, a 
Coreia do Sul e o Japão 
trabalharem juntos para 
pressionar a Coreia do 
Norte, já que estão au-
mentando as diferenças 
entre as opiniões des-
ses países sobre Pyon-
gyang.”

Vistos   05/06/2017

Princesa Mako  04/06/2017

tros de espessura, as cros-
tas estendem-se por uma 
área aproximada de 950 
quilômetros quadrados. 
São crostas com aproxi-
madamente o dobro da 
espessura de crostas ricas 
de cobalto existentes em 
outras partes do mundo.
Um dirigente da agên-
cia diz ser surpreenden-
te que uma quantidade 
tão imensa de recursos 
minerais exista perto de 
Honshu — a maior das 
ilhas que compõem o ter-
ritório japonês.
O dirigente manifesta a 
expectativa da agência de 
realizar pesquisa sobre 
a possível existência de 
mais recursos e a viabili-
dade técnica de explora-
ção de recursos marinhos 
em torno do Japão.

Japão emite recorde de 
vistos em 2016

flores no Butão

Novo centro de 
turismo inaugurado 
em Nara

Nara  04/06/2017

Um centro de turismo 
foi renovado e recebeu 
um novo nome na cida-
de de Nara, no oeste do 
Japão.
O estabelecimento reba-
tizado de Naranicle, foi 
aberto no domingo, nesta 
antiga capital japonesa.

Autoridades munici-
pais dizem que o centro 
se destina a divulgar as 
atrações de Nara entre os 
visitantes. A cidade atrai 
um número crescente de 
turistas estrangeiros nos 
últimos anos.
O novo centro dispõe de 

um balcão de informa-
ções e um restaurante 
que oferece pratos feitos 
com vegetais e outros 
ingredientes produzidos 
localmente.
Também há uma oficina 
na qual os visitantes po-
dem ter aulas de artesa-
nato local.
Um representante do se-
tor turístico da cidade 
disse que o centro ofere-
ce informações em diver-
sos idiomas, bem como 
serviços de câmbio de 
moedas estrangeiras.

cerca de 5,38 milhões de 
vistos. Houve aumento 
aproximado de 13% em 
relação ao total do ano 
anterior.
Vistos para visitantes da 
China formaram 78% 
do total, à frente dos 
concedidos a cidadãos 
das Filipinas e da Indo-
nésia.

A companhia ferro-
viária JR Leste decidiu 
instalar câmeras de se-
gurança em todos os va-
gões dos trens da linha 
Yamanote, no centro de 
Tóquio.
O plano da companhia 
é substituir 50 compo-
sições da linha circular 
por novos modelos, a 

tempo para os Jogos 
Olímpicos e Paralímpi-
cos de Tóquio em 2020.
Cada um dos 550 va-
gões será equipado com 
quatro câmeras de segu-
rança para combater cri-
mes. Os equipamentos 
serão instalados acima 
das portas. A companhia 
estima que vá gastar cer-

Linha Yamanote  06/06/2017

Trens da linha Yamanote 
terão câmeras de segurança

ca de 18 milhões de dó-
lares com o projeto.
As imagens obtidas pe-
las câmeras serão apa-
gadas depois de uma 
semana. O acesso a elas 
será restrito para pro-
teger a privacidade dos 
passageiros.
Alguns Shinkansen, o 
trem-bala japonês, já 
possuem câmeras de 
segurança. Outras ope-
radoras de trem também 
planejam adotar medida 
semelhante.
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